
吉
本　

進
路
に
関
連
す
る
就
業

体
験
を
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
、

学
生
を
受
け
入
れ
る
に
当
た
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ど
こ
に

重
点
を
置
い
て
い
る
か
。

金
子　

学
生
は
何
を
学
び
た
い
の

か
、
文
書
に
書
か
せ
て
目
的
意

識
を
明
確
に
さ
せ
、
自
動
車
の

販
売
店
舗
で
営
業
の
サ
ポ
ー
ト
を

体
験
す
る
。
受
け
入
れ
職
場
は

人
事
評
価
・
検
証
を
行
い
、
働

く
こ
と
の
喜
び
や
厳
し
さ
を
感
じ

る
き
っ
か
け
を
つ
か
ん
で
も
ら
っ
て

い
る
。
重
要
視
す
る
の
は
学
生
の

自
主
的
啓
発
、
働
く
意
欲
の
動

機
付
け
だ
。

岡
部　

本
気
を
出
し
切
っ
た
こ
と

が
な
く
、
困
難
に
ぶ
つ
か
る
と
対

処
で
き
な
い
若
者
も
多
い
。
映
像

制
作
を
中
心
に
事
業
展
開
し
て

い
る
が
、
明
確
な
目
的
意
識
が
な

い
ま
ま
参
加
す
る
学
生
も
い
る
。

受
け
入
れ
側
は
就
業
体
験
や
日
々

の
仕
事
に
本
気
で
向
き
合
っ
て
い

る
こ
と
を
伝
え
、
生
き
様
を
ぶ
つ

け
る
こ
と
で
働
く
こ
と
へ
の
心
の

準
備
を
し
て
も
ら
う
。
真
剣
さ

に
触
れ
て
泣
き
出
す
学
生
も
い

る
。

正
田　

九
州
工
業
大
学
発
の
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
開
発
企
業
と
し
て
体
験

学
生
を
受
け
入
れ
る
一
方
、
実

践
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
ベ
ー
ス

に
中
小
企
業
や
地
域
を
活
性
化

す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
全
国
各
地
と
も

連
携
し
て
進
め
て
い
る
。

吉
本　

伝
え
た
い
こ
と
が
本
当
に 

伝
わ
る
の
は
、
本
気
に
対
し
本
気 

で
応
え
た
と
き
だ
。
受
け
入
れ 

企
業
の
メ
リ
ッ
ト
や
、
就
業
体
験

と
採
用
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

岡
部　

社
員
は
業
務
内
容
だ
け

で
な
く
、
生
き
方
や
仕
事
に
取

り
組
む
姿
勢
な
ど
を
学
生
に
教

え
、
自
身
の
ス
キ
ル
も
高
め
て
い

る
。
ま
た
、
知
名
度
は
低
い
が

活
躍
す
る
中
小
零
細
企
業
を
知
っ

て
も
ら
う
い
い
機
会
だ
。
若
者
の

生
の
声
を
聞
き
、
何
を
考
え
て
い

る
か
を
知
り
、
人
と
人
と
の
関

係
を
大
事
に
す
る
こ
と
は
双
方
の

メ
リ
ッ
ト
に
な
る
。
た
だ
現
状
は
、

受
け
入
れ
る
学
生
は
企
業
側
か

ら
は
選
べ
な
い
。
採
用
に
つ
な
が

る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
、
双
方
が
事
前
に
意

思
を
確
認
し
て
ス
タ
ー
ト
で
き
れ

ば
あ
り
が
た
い
。

正
田　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
企

業
側
が
経
営
理
念
や
熱
い
思
い
を

伝
え
る
格
好
の
場
だ
。
学
生
と

企
業
が
深
い
理
解
で
結
ば
れ
る
出

会
い
の
場
と
な
り
、
採
用
に
つ
な

が
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
現
状
は

必
ず
し
も
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。

送
り
込
ん
だ
ら
お
任
せ
と
い
う
と

こ
ろ
も
あ
り
、
企
業
側
の
負
担

感
が
大
き
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
双

方
の
思
い
を
つ
な
い
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
設
計
し
、
マッ
チ
ン
グ
さ
せ
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
が
必
要
だ
。

金
子　

就
業
体
験
し
た
学
生
の

入
社
は
理
想
だ
が
、
最
終
面
接

の
際
、
そ
の
体
験
の
有
無
は
判
断

の
材
料
と
し
な
い
。
就
職
に
有
利

だ
か
ら
就
業
体
験
を
…
と
い
う

姿
勢
が
見
え
れ
ば
、
逆
に
採
用

し
な
い
方
向
に
な
る
。
一
方
、
社

会
貢
献
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企
業
の
社
会

的
責
任
）
は
と
も
か
く
、
学
生

を
受
け
入
れ
続
け
る
こ
と
で
、
事

務
所
の
整
頓
、
言
葉
遣
い
、
身
だ

し
な
み
な
ど
、
会
社
の
風
土
が
変

わ
っ
た
。
会
社
、
社
員
も
勉
強
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

吉
本　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
持
つ

可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す

た
め
の
課
題
や
展
望
を
聞
か
せ
て

ほ
し
い
。

岡
部　

大
学

側
も
企
業
側
に

お
願
い
し
ま
す
だ

け
で
は
困
る
。

学
生
が
何
を

感
じ
何
を
学
ん

だ
か
を
大
学
側

が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
、
産
学
官
で
連
携

し
て
改
善
策
を
探
る
こ
と
も
大

切
だ
。

金
子　

２
週
間
の
短
期
研
修
で

あ
っ
て
も
、
企
業
と
学
生
が
触
れ

合
う
貴
重
な
時
間
だ
。
企
業
側

は
今
の
若
者
を
知
る
格
好
の
手

段
で
、
採
用
の
戦
略
も
立
て
ら
れ

る
。
大
学
側
は
繕
っ
た
学
生
で
な

く
あ
り
の
ま
ま
の
姿
で
送
り
込
ん

で
ほ
し
い
。

正
田　

志
で
つ
な
が
る
企
業
と
出

会
え
る
場
が
あ
れ
ば
、
地
方
で

働
き
た
い
と
い
う
若
者
は
た
く
さ

ん
い
る
。
若
者
が
加
わ
る
こ
と
で

社
員
と
社
員
同
士
、
経
営
者
と

の
関
係
性
が
変
わ
り
、
発
展
が

期
待
で
き
る
。
各
地
に
両
者
を

仲
介
で
き
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
育
成
・
配
置
し
、
企
業
側
は

求
め
る
人
材
像
と
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
開
示
し
て
実
り
あ
る
マ
ッ

チ
ン
グ
を
実
現
し
た
い
。

吉
本　

九
州
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

推
進
協
議
会
は
今
年
、
設
立
13

周
年
を
迎
え
る
。
研
修
期
間
、

Ｐ
Ｂ
Ｌ（
Ｐｒｏ
ｊ
ｅｃ
ｔ-

Ｂａｃｅ

ｄ 

Ｌｅａｒｎ
ｉｎｇ
＝
課
題
解
決

型
学
習
）
な
ど
研
修
の
類
型
、

有
償
化
の
問
題
な
ど
を
産
学
官

が
連
携
し
て
検
討
し
、
学
生
・

大
学
と
企
業
側
双
方
の
利
益
に

な
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
進
化
さ

せ
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
よ
う
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

地
域
の
人
材
育
成
と
人
材
確
保

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
期
待

学
生
が
企
業
や
自
治
体
等
で
研
修
生
と
し
て
働
き
、
就
業
体
験
を
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
。
九

州
で
は
、
産
学
官
が
連
携
し
て
設
け
た
「
九
州
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
協
議
会
」
が
普
及
・
促
進
に

努
め
、
学
生
の
就
業
体
験
や
技
術
習
得
だ
け
で
な
く
、
受
け
入
れ
企
業
の
経
営
理
念
や
人
材
活
用
方
針
な

ど
を
学
生
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
有
効
な
場
と
な
っ
て
い
る
。
更
な
る
発
展
、
可
能
性
に
つ
い
て
大
学
と
企
業
側
の

４
氏
が
語
り
合
っ
た
。（
進
行
は
吉
本
圭
一・
九
州
大
学
教
育
学
部
長
、
日
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
学
会
会
長
）

本
気
で
向
か
い
合
う

姿
勢
が
重
要

企
業
と
学
生
双
方
の

メ
リ
ッ
ト
が
必
要

産
学
官
の
連
携
で

実
り
あ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
を

株式会社ハウインターナショナル
代表取締役会長

正田 英樹氏

　新規大学卒業予定者の就職内
定率（平成24年12月1日現在）は
75.0%と前年同期を3.1ポイント上
回ったものの、依然厳しいものとなっ
ています。
　一方、地域企業からは、会社の
将来を背負って立つ優秀な人材へ
の切実なニーズが聞かれます。
　地域経済活性化にとって、将来
有望な企業や地域優良企業に優
秀な人材が集まるか否かは大変重
要な課題であり、このためには、地
域企業に学生が目を向ける「しくみ」
「きっかけ」作りが必要です。
　九州経済産業局としましても、中
小企業と学生との出会いから採用・
定着までを一貫して支援する「地域
中小企業の人材確保・定着支援
事業」（経済産業省補助事業）など
を通してインターンシップの取り組み
を強力にサポートし、産学の対話促
進・産学連携による人材育成の取
り組みを積極的に推進して参る所存
です。
　このような中で、地域の産業界、
教育界、行政機関にて構成される
九州インターンシップ推進協議会の
役割はますます重要となっており、
今後とも地域経済の活性化や人材
育成に関して意欲的な活動を展開さ
れますことを期待しています。

　2000年8月、福岡県インターンシップ推
進協議会として設立し10周年を契機に九
州インターンシップ推進協議会に改称。現
在福岡県内28大学・短大と福岡県商工
会連合会など1企業13団体、県市・九州
経済産業局などで構成。受け入れ協力企
業は約300社で年間計約800人の学生が
研修に参加している。事務局は福岡県中
小企業経営者協会連合会（福岡市博多区、
福岡商工会議所ビル１階）。

株式会社ティーアンドイー
代表取締役社長

岡部 知寛氏

福岡トヨタ自動車株式会社
代表取締役社長

金子 直幹氏

九州大学大学院
人間環境学副研究院長主管教授・

教育学部長

吉本 圭一氏

九州インターンシップ推進協議会

九州経済産業局長

廣實 郁郎氏
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